
　

本
日
、
こ
の
定
時
総
会
に
お
い
て
、
会
長
に
ご
選
任
い
た
だ

き
ま
し
た
十
倉
雅
和
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
が
、
会
員
の
皆
様
の
ご

支
援
、
ご
協
力
の
も
と
、
責
務
を
全
う
す
る
べ
く
、
全
力
を
傾

注
す
る
覚
悟
で
す
。
何
と
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
た
、
中
西
前
会
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
病
身
を
い
と
わ

ず
、
経
済
界
を
リ
ー
ド
し
、
意
見
を
発
信
し
て
こ
ら
れ
た
そ
の

不
屈
の
精
神
と
、
多
大
な
ご
功
績
に
、
改
め
て
、
心
か
ら
の
敬

意
と
謝
意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

私
も
、
経
団
連
会
長
と
し
て
、Society 5.0 for SDGs

、
サ

ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
資
本
主
義
と
い
っ
た
路
線
を
し
っ
か
り
と
継

承
し
、
ま
ず
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
一
日
も
早
い
収
束

を
目
指
し
て
、
感
染
拡
大
防
止
と
経
済
活
動
の
両
立
に
全
力
で

取
り
組
み
ま
す
。

　

世
界
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
行
き
過
ぎ
た
資
本
主
義
に
よ
る

会
長
　
十とくら
倉
雅まさか

ず和

「
。新
成
長
戦
略
」で

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
資
本
主
義
を
目
指
す

格
差
の
拡
大
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
生
態
系
の
破
壊
、
保
護
主

義
や
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
台
頭
に
よ
る
地
政
学
リ
ス
ク
の
高
ま
り

や
民
主
主
義
の
危
機
な
ど
の
世
界
の
本
質
的
課
題
を
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
問
題
は
、
一
層
、
増
幅
、
先
鋭
化
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
、
こ
う
し
た
経
済
社
会
の
状
況
を
受
け
、
世
界
で
サ
ス

テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
関
心
が
非
常
に
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ポ
イ
ン
ト
・ 

オ
ブ
・
ビ
ュ
ー
」「
パ
ク
ス
・
コ
ン
ソ
ル
テ
ィ
ス
」 

「
デ
ジ
タ
ル
と
グ
リ
ー
ン
」

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
就
任
に
あ
た
り
、
会
員
の
皆
様
に
、
私

自
身
の
考
え
と
し
て
、
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
申
し
上
げ
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
社
会
性
、
即
ち
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ポ
イ
ン
ト
・

オ
ブ
・
ビ
ュ
ー
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
場
経
済
の
中
に
社

会
性
の
視
点
を
入
れ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、
今
か
ら
50
年
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定時総会

も
前
に
経
済
学
者
の
宇
沢
弘
文
先
生
が
提
唱
さ
れ
た
考
え
で
す
。

　

申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
が
、
こ
う
し
た
考
え
は
、

効
率
的
な
資
源
配
分
、
自
由
で
活
発
な
競
争
や
そ
れ
に
よ
る
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
重
視
す
る
資
本
主
義
／
市
場
経
済
の

仕
組
み
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

　

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
済
学
者
の
カ
ー
ル
・
ポ
ラ
ン
ニ
ー
は
、「
市

場
が
社
会
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
と
き
、
全
て
は
市
場
の
要
求
に

従
属
す
る
」
と
ま
で
述
べ
て
い
ま
す
。
社
会
か
ら
切
り
離
さ
れ

た
経
済
で
は
な
く
、「
よ
り
良
き
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
の
資

本
主
義
／
市
場
経
済
と
は
何
か
を
模
索
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

ま
す
。

　
２
つ
目
は
、
パ
ク
ス
・
コ
ン
ソ
ル
テ
ィ
ス
、
即
ち
国
際
協
調

で
す
。
米
中
対
立
に
代
表
さ
れ
る
地
政
学
リ
ス
ク
の
高
ま
り
は
、

企
業
活
動
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

自
国
だ
け
で
対
応
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
課
題
と
し
て
、
地
球

温
暖
化
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
等
に
代
表
さ
れ
る
生
態
系
の
破
壊
や
、

人
類
が
制
御
で
き
な
く
な
る
恐
れ
の
あ
る
Ａ
Ｉ
な
ど
の
デ
ジ
タ

ル
技
術
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
ベ
イ
ビ
ー
の
よ
う
な
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
と
い
っ
た
人
類
に
破
壊
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る

技
術
へ
の
対
応
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
課
題
の
解
決
に
は
、
国

際
協
調
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
申
し
上
げ
る
ま
で
も
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
我
が
国
は
、
自
由
・
民
主
主
義
・
人
権
・
法
の
支
配
と

い
っ
た
価
値
観
を
共
有
で
き
る
国
々
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
深

め
、
経
団
連
と
し
て
も
、
パ
ク
ス
・
コ
ン
ソ
ル
テ
ィ
ス
の
実
現

に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
３
つ
目
は
、
デ
ジ
タ
ル
と
グ
リ
ー
ン
で
す
。
菅
総
理
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
政
府
に
お
い
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
と
グ
リ

ー
ン
の
成
長
戦
略
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
サ
プ

ラ
イ
サ
イ
ド
の
視
点
に
立
ち
、
我
々
企
業
の
投
資
を
呼
び
起
こ

し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
政
府
と
密
接
に
連
携
し
な
が
ら
、

経
団
連
と
し
て
、
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）、
Ｇ
Ｘ（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

経
団
連
は
、
２
０
２
０
年
11
月
に
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
資

本
主
義
の
確
立
を
掲
げ
「
。新
成
長
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
、
私
が
申
し
上
げ
た
３
点
は
、
こ
の
中
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

「
。新
成
長
戦
略
」
を
行
動
指
針
と
し
て 

施
策
を
具
体
化
す
る

　

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
我
が
国
の
社
会
経
済
の
発
展
の
た

め
、「
。新
成
長
戦
略
」
を
行
動
指
針
と
し
て
、
施
策
の
具
体
化

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｄ
Ｘ
は
、Society 5.0

が
目
指
す
オ
ー
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な

社
会
の
実
現
に
不
可
欠
な
ツ
ー
ル
で
す
。
従
来
で
き
な
か
っ
た

多
様
な
個
人
のw

ell-being

の
実
現
と
社
会
全
体
の
最
適
化
の
両

立
を
可
能
と
す
る
Ｄ
Ｘ
に
対
し
て
、
医
療
、
教
育
、
行
政
な
ど

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
集
中
投
資
を
進
め
、
各
分
野
で
徹
底
し
た
規

制
改
革
と
デ
ジ
タ
ル
化
、
デ
ー
タ
共
有
を
促
す
こ
と
が
重
要
で

す
。
経
団
連
は
、
生
活
者
が
暮
ら
し
や
す
さ
を
実
感
す
る
社
会

7 2021・7

p06-08_月刊経団連7月号_会長挨拶.indd   7 2021/06/23   13:40



を
目
指
し
て
、「
経
団
連
Ｄ
Ｘ
実
装
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
加
速
・

強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
こ
の
１
年
を
経
て
、
Ｄ
Ｘ
の
必
要
性
が
、

社
会
全
体
で
一
層
強
く
認
識
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
担
い
手
と
し

て
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
非
常
に
重
要
で
す
。
引
き
続
き
、
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
大
企
業
の
連
携
促
進
な
ど
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
グ
リ
ー
ン
に
関
し
ま
し
て
は
、
２
０
２
０
年
10
月
、

菅
総
理
は
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
宣
言
し
、

２
０
２
１
年
４
月
に
は
、
２
０
３
０
年
度
に
対
２
０
１
３
年
度

比
46
％
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
を
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
今

般
、
経
団
連
と
し
て
も
、
従
来
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
「
低
炭

素
社
会
実
行
計
画
」
を
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
行
動
計
画
」

と
改
め
、
取
り
組
み
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
「
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
行
動
計
画
」
や
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ゼ
ロ
」

を
中
核
と
し
て
、
今
後
も
、
経
済
界
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に

リ
ー
ド
し
、
我
が
国
ひ
い
て
は
世
界
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
実
現
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
方
創
生
の
観
点
か
ら
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化

と
大
都
市
圏
へ
の
集
中
の
是
正
が
重
要
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
定

着
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
新
た
な
働
き
方
の
拡
大
は
、
地
方
創

生
の
強
力
な
追
い
風
に
な
り
ま
す
。
こ
の
機
を
逃
さ
ず
、
地
方

自
治
体
も
含
め
、
各
地
で
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
こ
と
で
、「
地

域
の
魅
力
向
上
」
と
「
地
方
へ
の
人
の
流
れ
」
の
好
循
環
を
実

現
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
視
野
を
広
げ
ま
す
と
、
自
由
で
開

か
れ
た
国
際
経
済
秩
序
の
再
構
築
は
急
務
で
す
。
経
団
連
は
、

米
国
、
中
国
、
欧
州
、
ア
ジ
ア
諸
国
を
は
じ
め
と
す
る
各
国
の

政
府
や
経
済
団
体
と
の
連
携
・
対
話
を
進
め
る
と
と
も
に
、
Ｂ

７
サ
ミ
ッ
ト
・
Ｂ
20
サ
ミ
ッ
ト
等
へ
の
主
体
的
な
参
画
を
通
じ
て
、

民
間
外
交
を
精
力
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
安
全
保
障
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
事
業
活
動
の
両
立
も
重

要
な
課
題
で
す
。
社
会
、
経
済
と
い
っ
た
下
部
構
造
が
、
政
治

と
い
っ
た
上
部
構
造
を
規
定
す
る
の
で
は
な
く
、
上
部
構
造
と

下
部
構
造
が
密
接
不
可
分
と
な
っ
て
い
る
現
代
に
あ
っ
て
は
、

経
済
安
全
保
障
の
確
保
に
つ
い
て
、
企
業
の
実
情
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
我
が
国
政
府
と
緊
密
に
連
携
し
て
検
討
を
進
め
る
こ
と

が
肝
要
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
働
き
方
改
革
、
財
政
健
全
化
、
全
世
代
型
社

会
保
障
制
度
改
革
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

の
推
進
な
ど
、
内
外
の
重
要
政
策
課
題
に
つ
い
て
、
会
員
の
皆

様
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
経
団
連
会
長
就
任
は
、
率
直

に
申
し
上
げ
て
、
私
に
と
っ
て
非
常
に
難
し
い
決
断
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、「
義
を
見
て
せ
ざ
る
は
勇
な
き
な
り
」
と
い
う

言
葉
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
火
急
の
事
態
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
志
を
高
く
持
ち
、
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。
マ
ル
チ

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
要
請
に
応
え
、
広
く
国
民
各
層
、
社
会

全
体
か
ら
支
持
さ
れ
る
経
団
連
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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